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研究成果の概要（和文）：緊急被ばく医療に応用可能な各細胞療法、細胞修復・再生バイオ技術を用いた治療の改良及
び新たな療法の開発を行った。難治性疾患に対する各細胞療法、細胞修復・再生バイオ技術を用いた治療を応用、統合
させて、緊急被ばく医療に応用可能な細胞療法を確立する。細胞療法を確立している肝細胞、血管、骨、軟骨再生に加
え、血球細胞の細胞移植のみならず、皮膚、消化管、神経、歯周、乳房、毛髪再生等の細胞療法を準備、実施した。
緊急被ばく医療に応用可能なiPS細胞バンクを目指した、各種幹細胞よりiPS細胞の樹立、樹立されたiPS細胞より再生
医療に必要な細胞、iPS細胞の分化、増殖、安全性の確認した。

研究成果の概要（英文）：In order to develop a regenerative medical system, by using the existing one, for 
radiation emergency, we attempted to manage the cell processing center to establish a system of a safe 
and secured iPS cell bank for radiation medicine. By using this iPS cell bank as the central leverage, we 
developed an education program for radiation emergency medicine, and to put this education program in 
practice, and to construct a network of regenerative medicine for radiation emergency medicine. We planed 
the trategies for promoting basic research and clinical research for radiation emergency medicine through 
international collaboration. Systematic promotion of the establishment of new therapies by 
comprehensively using cell therapy, cellular repair and regenerative biotechnology through collaboration 
with the medical experts in various fields such as teaching staff, including those in basic research, and 
graduate students, post-docs, research coordinators, doctors, nurses, etc.

研究分野： 循環器内科

キーワード： 緊急被ばく医療　再生医療　細胞バンク

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
我が国での原発事故の現実、アジア諸国、ア
メリカ合衆国での原発建設ラッシュと地球
温暖防止策としての原発依存、チェルノブイ
リ原発事故と核テロに対する脅威等に対す
る早急な緊急被ばく医療システム構築が必
要である。特に、放射線による不可逆的細胞
障害に対して細胞療法、細胞修復・再生バイ
オ技術を用いた新規治療の確立が必要であ
る。当該施設は、我が国の緊急被ばく医療の
拠点として「三次被ばく医療機関」として選
定され、緊急被ばく医療体制の確立に取り組
んできた。さらに、平成 22 年度には「国際
原子力機関の緊急時対応援助ネットワーク
における医療支援施設」に選定された。現在、
「緊急被ばく対応 iPS 細胞バンク」の立ち上
げのために機器・設備の導入等ハード的な整
備を進めてはいるが、まだ実際の幹細胞バン
キングの受け入れ体制や不測の被ばく緊急
事態に即時対応できる体制は整っていない
のが現状である。事態の重要性を強く認識し、
早急に「緊急被ばく対応 iPS 細胞バンク」を
立ち上げ、それを核とした「緊急被ばく対応
システム」を構築することが、我が国におい
て喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
「三次被ばく医療機関」ならびに「国際原子
力機関の緊急時対応援助ネットワークにお
ける医療支援機関」としての「iPS 細胞より
作製した各種細胞移植」を主要措置とする実
践的な「緊急被ばく対応システム」の早急な
構築を目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究代表者ならびに研究分担者によって、
すでに確立されている再生医療システムを
利用し、緊急被ばくに即時対応できる医療
システムを開発するために、細胞療法室の
運営を試み、より安全で確実な細胞療法、
細胞修復・再生バイオ技術の開発に必要な
被ばく対応 iPS 細胞バンクの内部体制を構
築する。被ばく対応 iPS 細胞バンクを中核
として、緊急被ばく医療人材育成教育プロ
グラムの作成ならびにプログラムに基づい
た教育の実践、緊急被ばく医療ネットワー
クの構築による緊急被ばく医療体制を確立
する。 
 
４．研究成果 
緊急被ばく医療に応用可能な各細胞療法、細
胞修復・再生バイオ技術を用いた治療の改良
及び新たな療法の開発を行った。難治性疾患
に対する各細胞療法、細胞修復・再生バイオ
技術を用いた治療を応用、統合させて、緊急
被ばく医療に応用可能な細胞療法を確立す
る。細胞療法を確立している肝細胞、血管、
骨、軟骨再生に加え、血球細胞の細胞移植の

みならず、皮膚、消化管、神経、歯周、乳房、
毛髪再生等の細胞療法を準備、実施した。 
緊急被ばく医療に応用可能なiPS細胞バンク
を目指した、各種幹細胞よりiPS細胞の樹立、
樹立されたiPS細胞より再生医療に必要な細
胞、iPS 細胞の分化、増殖、安全性の確認し
た。 
細胞療法室の運営として、手術室に併設する
細胞療法室のハード、ソフト面での運用方針
を決定し、それぞれの細胞療法を行う医師が
それに則って設備を使用し、治療を遂行でき
るように努める。さらに、iPS 細胞を用いた
「被ばく対応幹細胞バンク」の実用を目指す
準備を行った。 
細胞・再生医療に関わる高度専門人材の育成
のために、細胞療法士認定システムに合致し
た講義、実習を取り入れた人材育成教育プロ
グラムの作成を行い、実践することで、細胞
工学士、リサーチコーディネーターを育成す
る準備を行った。さらに、先端的再生医療、
細胞療法に対する新世紀の被ばく医療を担
う医師、看護士の育成教育する準備を行った。 
放射線影響研究所、放射線医学総合研究所な
どの国内緊急被ばく医療機関・研究機関との
さらなる密接なネットワーク構築を推進す
る。WHO-REMPAN(広島大学は中心機関となっ
ている)と IAEA-RANET と国際連携を行い、北
京放射線研究所、ハーバード大学、セミパラ
チンスク医科大学などと緊急被ばく情報の
共有化や共同研究を推進する準備を整えた。 
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